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序

私 たちの郷土熊谷 には、原始 ・古代の集落や 中世 の館跡等 の埋蔵文化財が、数

多 く分布 してお ります。

こ うした埋蔵文化財は、郷土の発展や その過程 を物語 る証であるとともに、私

たち子孫 の繁栄の指標 ともなる先人 の貴重な足跡 であ ります。私たちは、こ うし

た文化遺産 を継承 し、次世代 に伝 え、 さらに豊かな熊谷市形成 の礎 としていかな

ければな らない と考 えてお ります。

本書は、農業集落排水処理施設建設工事に伴 う事前調査で、平成13年5月29日

か ら平成13年6月28日 にかけて実施 された中条氏館跡 の発掘調査の成果 をま とめ

たものです。

今回の発掘調査 では、鎌倉時代後半 を中心 とす る井戸跡、土坑跡な どが確認 さ

れ、青磁碗、常滑甕、かわ らけなどの土器 ・陶磁器 も検出 され ました。

この館跡一帯は、 中世武士である中条氏の居館 があった と伝 えられ ている とこ

ろです。ただ、学術調査 はほとん ど行われてお らず、その実態には不明な点が多

く、今回の ような発掘調査の積み重ねが、 中条氏 を理解す る上で、有効 な手段 と

考 えられ ます。

今後、本 書の成果 が、中条氏の解明の基礎資料 として、また埋蔵文化財の普及 ・

啓発の資料 として広 く活用 され ることとなれ ば幸いです。

最後 にな りま したが、発掘調査及び報告書刊行 に至 るまで、文化財保護法 の趣

旨を尊重 され御理解、御協力 を賜 りま した熊谷市市民経済部農政課並びに地元関

係者 には厚 くお礼 申し上 げます。

平成14年3月

熊 谷 市 教 育 委 員 会

教 育 長 飯 塚 誠 一　賞β



例 言

1本 書 は、埼玉県熊谷市大字上 中条1741-3に 所在す る中条氏館跡 の発掘調査報告書である。

2発 掘調査通知 に対する埼玉県教育委員会 か らの指示通知 は、平成13年10月2日 付け教文第3-546号

である。

3発 掘調査 は、 中条星宮2地 区 ・農業集落排水事業 における処理施 設建設 に伴 う事 前調査 であ り、熊

谷市教育委員会が実施 した。

4本 事業 の組織 は、1章 の とお りであ る。

5発 掘調査期問 は、平成13年5月29日 か ら6月28日 までである。整理 ・報告書作成作業 は、平成13年

10月1日 か ら平成14年3月29日 までであ る。

6発 掘調査 は、金子正之 ・寺社下博が担 当 した。整理 ・報告書作成作 業は蔵持俊輔が行 い、浅野晴樹

の補助 を得 た。

7発 掘調査 における写真撮影 は金子が行 った。遺物の写真撮影 は蔵持 が行 った。

8出 土 品の整理及び図版 の作成 は蔵持が行 った。

9本 書 の執筆 は蔵持が行 い、浅野の補助 を得 た。

10本 書 の編集 は蔵持があたった。

11本 書 にかかる資料 は、熊谷市教育委員 会が保管す る。



凡 例

1本 書 で 使 用 し た 地 図 は 、 国 土 地 理 院1/50000「 熊 谷 」・「深 谷 」、 熊 谷 市 基 本 図1/2500

「No.12」 で あ る 。

2遺 構 挿 図 の 縮 尺 は 、 原 則 と し て 次 の と お りで あ る 。

遺 構 全 測 図:1/200、 井 戸 跡 ・土 坑 ・ピ ッ ト ・溝 跡 ・用 途 不 明 遺 構:1/40

3全 測 図 等 に 示 す 遺 構 表 記 の 略 号 は 次 の と お りで あ る 。

井 戸 跡:SE、 土 坑:SK、 ピ ッ ト:Pit、 溝 跡:SD、 用 途 不 明 遺 構:sx

遺 物 実 測 図 の 縮 尺 は 、1/40に 統 一 し た 。4

5

「No.11」 ・

遺構断面図 におけ る水平数値 は、海抜高度 を示 してお り、単位はlnで ある.遺 物実測図の縮尺は原

則 として1/4で ある。それ以外の ものに関 しては、スケール をその都 度示 してい る。

6遺 物実測図 の中心線 は、すべ て実線 で示 してい る。紬薬がみ られ るものについて は、その範囲 を一

点破線 で示 した。

7色 調 ・胎土色 は、 『新版標準土色帳』(農 林省水産技術会議事務局監修1967)に 照 らし最 も似 た色相

を示 した。
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1 発掘調査の概要

1調 査に至る経過

農村地域では、若者の都市部への流出が進む一方、混住化、兼業化が進んでいる。こうした状況は、

農村集落の機能の低下を招 くとともに、用水路の汚濁等を始めとする農業生産環境への悪影響 も懸念さ

れる。そのような状況を改善する目的の一つとして、中条地区内では農業集落排水施設の一部供用を開

始 し、生活環境の整備が進められている。その…環 として、上中条地内に農業集落排水処理施設の建設

が計画された。

熊谷市市民経済部農政課か ら熊谷市教育委員会あてに、市内上中条に建設予定の農業集落排水処理施

設地内における文化財の取扱いについて、平成ユ2年1月7日 付け熊農発第1338号 で照会があった。熊谷

市教育委員会では、直ちに遺跡の範囲確認の調査 を行い、以下のような回答を行った。

開発予定地内には中条氏館跡が所在する。当該地は現状保存を行 うか、埋蔵文化財に影響を及ぼさな

い方法での開発が望ましい。やむを得ず埋蔵文化財に影響を及ぼすような開発の場合は、事前に文化財

保護法第57条 の3項 の規定に基づき、発掘通知を提出し、記録保存のための発掘調査 を実施するよう回

答 した。

その後、農政課と社会教育課との問で、現状保存の可能性を含め保存に関する協議を重ねたが、現状

保存は困難であ り、記録保存の措置を講ずることになり、発掘調査計画、調査期間などについて協議 し

た。記録保存の発掘調査及び整理調査を熊谷市教育委員会が平成13年 度に実施することで合意した。

熊谷市長から文化財保護法第57条 の3第 ユ項に基づ く発掘通知が、平成13年5月14日 付け熊農発第435

号で埼玉県教育委員会教育長 あて提出された。熊谷市教育委員会教育長からは、文化財保護法58条 の2

の規定に基づく発掘調査通知が埼玉県教育委員会教育長あて提出された。

2発 掘調査 ・報告書作成 の経過

(1)発 掘調査

発掘調査は平成13年5月29日 か ら6.月28日 まで行った。調査面積 は農業集落排水施設建設 に伴 う浄

化槽埋設等に よって破壊 を受 ける550㎡ である。

平成13年5月29日 か ら重機 による表土除去 を開始 した。5月30日 よ り作 業員 による遺構確 認作業 を

行い、平安時代 か ら室町時代 と考え られ る遺構 ・遺物 を検出 した。6月5日 よ り遺構掘 削作業 を開始 し、

6月19日 か ら写真撮影 ・実測 等の記録化 を遺構掘 削作業 と併せて行 った。梅 雨の影響 で作業 は困難 を極

めたが、6月28日 に調査 は終了 した。

(2)整 理 ・報告 書作成

本書の整理作 業は平成13年10月1日 よ り始 めた。遺物の洗浄 ・注記 ・復元 を行 い、並行 して遺構 図面

の整理作業 を行 った。以降、遺物 の実測 ・拓本取 り ・写真撮影 を順次行い、実測 図の トレー ス、遺構 ・

遺物図版 の版組 を実施 した。1月 より原稿執筆 ・割付 け等の作業後 、報告書の印刷 ・校正 を経て、3月

末 日に本報告書 を刊行 した。

1



3発 掘調査、整理 ・報告書刊行の組織

セ体者 熊谷市教育委員会

教育長

教育次長

社会教育課長

副参事

課長補佐

主幹兼係長
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主事
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H 遺跡の立地 と環境

熊谷市 は、埼 玉県 の北部 に位 置 してお り、県北部地域 の交通、経 済等 の様 々な分野における中心的役

割 を担 う中核都 市である。市の南側 には荒川が、北側 には妻沼町 を挟 んで利根川がそれ ぞれ西か ら南東

方 向に向か って流れ 、市域の大半は両河川 によって挟 まれ ている。地形 的には市の西側 に櫛挽台地、東

側 には妻沼低地 が広 がってい る。

中条氏館跡 は、熊谷市北東部の上中条地 区に所在 し、常光 院 とその周 辺地域 を遺跡範囲 とす る。本館

跡 は埼玉県指定史跡 であ り、現在、土塁 ・堀 の一一部が残存 してい る。妻 沼低地 の 自然堤防上 に立地 して

いて、標高 は約25mで ある。上 中条 ・大塚 ・今井 ・上川上地区一…帯には中条古墳群や 中条遺跡 ・北島遺

跡等 が広 がってお り、多 くの古墳や集落跡が確 認 され ている。今 回の調査箇所は常光院の北側 にあたる。

次に、本遺跡 を中心 とした周辺の歴 史的環境 を概観 してみる。

弥生 時代 において、中期 は環濠集落が発 見 され た池上遺跡や、古い段 階の須和 田期の方形周溝墓が検

出 された小敷 田遺跡な ど、 きわめて重 要な遺構 が確 認 され た遺跡 が分布 してい る。 これ らの周囲 には、

天神遺跡、平戸遺跡、北島遺跡 な どがあ る。

後期 の遺跡 は、東沢遺跡(地 図中未掲載)、 小敷 田遺跡 、池守遺跡、北島遺跡 がみ られ る。

古墳 時代 は、天神遺跡 、雷電遺跡、権現 山遺跡、東沢遺跡 、池上遺跡 、池守遺跡、小敷 田遺跡、北島

遺跡 において前期 の遺構 ・遺物 が確認 されている。

小敷 田遺跡 か らは畿内や東海地方等の外 来系土器 が多数確 認 されてお り、方形周溝墓 も検 出 され てい

る。また、東沢遺跡 とともに、河川跡か ら多量 の木製農具が検 出 され た遺跡 として知 られている。

古墳 時代 中期 は、他 の時期 に比べ不明な点 が多いが、権現 山遺跡、常光院東遺跡 、北島遺跡等 で遺構 ・

遺物が検 出 され ている。

古墳時代後期 は、遺跡が爆発 的に増加 す る。集落 については、中島遺跡、光屋敷遺跡、北島遺跡、諏

訪木遺跡 があげ られ る。

一方、古墳 をみ ると中条古墳群が形成 されてい る。中条古墳群 は上 中条支群 と今井支群が主体 とな り、

その分布 は東西 に帯状 に広が る。これ らの うち鎧塚古墳、女塚1号 墳 は帆立貝式 古墳で あ り、他 は円墳

である。

奈 良～平安時代 について は、北島遺跡 が大規模 な集落 としてあげ られ、多数の住居跡 とあわせて大規

模 な掘立柱建物跡 、道路状遺構 、河川跡 な どが検出 されてい る。この北 島遺跡 を中心 として、天神遺跡、

中島遺跡、常光 院東遺跡、光屋敷遺跡が周辺 にみ られ る。

平安時代末か ら中世 になると、武蔵七党やその他 の在地武 士団の館跡 が散在す るようになるが、その

実態 は把握 されていない。熊谷 市内には中条氏館跡 をはじめ として、光屋敷遺跡 、久 下氏館跡、西別府

館跡(地 図中未掲載)、 別府城跡(地 図中未掲載)、 別府 氏館跡(地 図 中未掲載)、 玉井 陣屋跡(地 図 中未

掲載)、 黒沢館跡(地 図中未掲載)、 奈 良氏館跡(地 図中未掲載)、 肥塚氏館跡 、熊谷 氏館跡 、河上氏館

跡、市 田氏館跡 、成 田氏館跡、兵部裏屋敷跡、箱 田氏館跡 、村岡館跡等 多 くの城館跡 が所在 してい る。

中条氏館跡は 中条家長 が居住 した もので、建立は12世 紀後半 であると考え られ てい る。現在 は常光院

敷地 、水 田、畑 などになってお り、その痕跡 は常光院の北側 の土塁 と堀 にみ られ、 これ らは常光院二 卜
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三世住職邦教上人 の書 き残 した古 図 と一致す るものである。常光院は祖父常光の菩提 を弔 うために、館

内 に家長 が建久三年 に建立 したのが始 ま りと言われ てお り、おそ らくは持仏堂 を拡張 したもの と考え ら

れている。以前 の調査 ・試掘 の際にかわ らけ、常滑焼甕、渥美焼片 口鉢 、五輪塔等の遺物 が出土 している。

光屋敷遺跡 は中条常光の館跡 があった と考え られ てお り、現在 は北面土塁の一部 が残存 してい る。発

掘調査 によ り居館 の堀 と考え られ る溝が検出 され 、かわ らけ、板碑 、五輪塔や刀子 な どの金属製 品が出

土 している。別府城跡は別府氏館跡 とともに、別府氏 の館跡 として伝 え られてい る。 その別府氏一一族 の

墓は板碑三基 、五輪塔二基 が安楽寺 にあ り、県 の史跡 として指定 され てい る。

これ らのほかでは、黒沢館跡 で良好 な資料 が検 出 されてい る。黒沢館跡 は発掘調査 によ り、南辺 に折

をもつ台形 を呈 し、西南角に出隅 をもって全周す る溝 の他、土塁、虎 口、柱穴、土坑、集石遺構等 が確

認 され ている。遺物 は、14か ら15世 紀 の板碑や瀬戸 ・美濃の陶器 、内耳土器、かわ らけ等が出土 してい

る。渡辺華山の記 した 「訪醜録」の記載 に 「黒沢屋敷」が あ り、記載 と遺構 が一致す る貴重 な例 である。

中世 の遺跡 は、これ ら城館跡 のほか墓域 も多 く見つかっている。三 ヶ尻遺跡、樋 の上遺跡 、若松遺跡、

社裏遺跡、社裏北遺跡 、社裏南遺跡、西方遺跡(い ずれ も地 図中未掲載)が これにあたる。樋 の上遺跡

は金浄寺跡、若松遺跡 は般若寺跡 と言われてお り、土葬墓、火葬跡 が見つかっている。また、かわ らけ、

内耳土器、青磁、 白磁 、常滑等 の陶器、板碑、石 臼等が出土 している。三 ヶ尻遺跡、社裏遺跡、社裏北

遺跡 、社裏南遺跡で は土墳墓群が、西方遺跡 では中世か ら近世 にかけての土墳墓 が重な り合 って検出 さ

れ ている。 しかしなが ら、 中世以降の歴 史的実態 はまだ情報不足 であ り、今後 の調査成果 に よる ところ

が多 く、情報 の蓄積 に期待す る ところである。

第2図 掲載遺跡一覧

1中 条氏館跡2藤 之宮遺跡

7河 上氏館跡8八 幡上遺跡

13熊谷氏館跡14天 神前遺跡

19万吉西浦遺跡20村 岡館跡

25土用ヶ谷戸遺跡26横 塚山古墳

31田谷遺跡

37女塚遺跡

43池守遺跡

1中 条古墳群

IV玉井古墳群

32上川上東遺跡

38鎧塚遺跡

44星宮皿尾遺跡

A鎧 塚古墳

V坪 井古墳群

3諏 訪木遺跡4平 戸遺跡

9出 口上遺跡10出 口下遺跡

15兵部裏屋敷跡16御 蔵場跡

2ユ北西原遺跡22中 耕地遺跡

27奈 良東耕地遺跡28下 河原上遺跡

33天神遺跡34中 条遺跡

39中島遺跡40中 条条里遺跡

45持 田藤の宮遺跡46弥 藤吾新田遺跡

B女 塚1～6号 墳C大 塚古墳

贋石原古墳群 ～皿村岡古墳群

5成 田氏館跡

U肥 塚中島遺跡

17市田氏館跡

23西通遺跡

29北 島遺跡

35前 中西遺跡

41池上遺跡

∬肥塚古墳群

～咀酒巻古墳群

6箱 田氏館跡

12肥塚館跡

ユ8久下氏館跡

24東通遺跡

30天神東遺跡

36光屋敷遺跡

42小敷田遺跡

皿上之古墳群
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皿 遺跡の概要

1調 査の方法

発掘調査の方法 は、調査 区内に国家座標 に合わせた5rnグ リッ ドを設定 した。 グ リッ ドは調査 区北東

隅 を原点 として、東西方向は東 か ら西へA・B・ ・とし、南北方 向は北か ら南へ1・2・ ・と呼称 した。

発 掘調 査 は、 まず遺構確認面 まで重機 による表土剥 ぎを行った。その後 、人力 によ り遺構確認作業、

遺構 の発掘 を行 い、写真撮 影、遺構 の実測 による記録化 を順次行 った。遺構の実測 は5mグ リッ ドの杭

を基準 として1m間 隔のメッシ ュを張 り、簡易遣 り方 による実測 を行 った。

2検 出された遺構 と遺物

検 出 され た遺構 は、土坑6基 、 ピッ ト3基 、井戸跡3基 、溝跡1条 、用途不 明遺構1基 である。 ほと

ん どの遺構 で時代 ・時期 を決定づ けるよ うな遺物 の出土状 況はみ られ なかった。包含層出土遺物 をみ る

と、土師質土器 な どの 中世の ものを主体 としているこ とか ら、 これ らの遺構 も中世 に属す るもの と考 え

られ る。

土坑は、調 査区の東側 で、南北に分布 していた。完形 の土師質土器 の」皿が検出 され た第1号 土坑以外

は、時代 ・時期が不明であるが、覆 土の特徴が共通 しているためほぼ同時期の遺構 と考 え られ る.

ピッ トは、調査区の北側 にみ られ、な らぶ ものはなかった。

井戸跡 は、調査 区南側 に集 中してみ られた。いずれの井戸跡 か らも、覆 土中か ら遺 物が検 出された。

掘 り方 は、その形状か ら2つ に分 け られ る。1つ は垂直 に掘 り込 まれ、断面形 が方形 を呈 し、底面の中

心 に円形 の小形 の掘 り込み を持 つもので、第1号 井戸跡が これにあたる.も う1つ は傾斜 をつけて掘 り

込 まれ、平底 である。第2・3号 井戸跡が これにあたる。

溝跡 は、調 査区南東 で1条 検 出 され た。

調査 区東側 で、用途 が不 明な掘 り込 みが1基 検出 され、用途不明遺構 として取 り扱 った。

出±遺物 はその ほとん どが包含層か らの出土で あ り、主体 となるのは中世の土師質土器 皿(か わ らけ、

ロクロ土師器等 と呼 ばれている)、在地産の瓦質土器片 口鉢であった。土師質土器皿はその形状か らい く

つかのタイ プに分類す ることができた。遺物は、他 に龍 泉窯 系青磁碗、白磁合子身、常滑焼甕 な どが あっ

た。 中世以外 の遺物 は、平安時代 の土師器 ・須恵器 と近世の陶器 がわずかなが ら検出 され た.遺 物の出

土量 は、 コンテナ2箱 であった。

IV遺 構 と遺物

1土 坑

第1号 土坑(第5図)

調査 区中央 よりやや北、B-3グ リッ ドで検 出 され た。規模 は長軸1.25m、 短軸0.60mを 測 る.確 認

面か らの深 さは0.19mで 、緩や かな傾斜 で掘 り込 まれてお り、底面付近で さらに緩やかにな り底面へ と

至 る。底 面はほぼ平 らで ある。平面 プランは不規則 なは りだ しがみ られ る不整 円形で ある.
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第1号 土坑

暴
24

㌻

灘
ぶ

袖

ぐ

。寸
萬

第2号 土坑

244。 在 蓋

類

鴨

SK2

1.灰 褐色土 焼土 ・炭化物を微量含む。

第4号 土坑

2450墜_β

繋

ゾ〉

噸
柵
締

ぐ

補

第5・6号 土 坑

/

245。 概 蚕

舞≒1
01m
一

第5図 第1・2・4～6号 土 坑

覆 土は混入物 の見 られない灰褐色土 による単一層 であった。

出土遺物(第8図)は 、土師質土器皿が3点 検 出され た。また、緑泥片岩 が覆 土中よ り検 出 され た。

1・2・3は 土師質土器皿 であ り、 ロクロ成形 され てい る。1の 器形 は、体部 下半 にゆるや かな段 を有

す るが、平底 か ら体部が内湾 し口縁部で直立す る。底 部 と体部 の境界 は明瞭である。残存状態 はほぼ完

形であ る。 口径13.6cm、 高 さ4.Ocm、 底径8.2cmを 測 る。胎 土は緻密 で、赤褐色粒子、黒色粒 子、雲母 を

わずかに含 み、軟質 である。色調 はにぶい黄榿色 を呈 し、焼成 はやや不良である。
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第1号 井戸跡

A
}

摂 第2号 井戸跡

A

㎜

潮

A

㎝

2450{生 ム

第3号 井戸跡

A

㎜

兎

レ
.A
}

SEl

1,暗 灰褐色土

2.暗 灰褐色土

3.暗 褐色土

4.茶 褐色土

5,暗 灰褐色土

6.黒 褐色土

SE三2

1.灰 褐 色土

2.褐 色 土

3.茶 褐 色 土

火山灰 ・礫を含む。焼土粒子 ・炭化物を微量含む。

黄褐色土ブロック ・焼土粒子 ・炭化物 ・礫 を含む。

焼土粒子 ・炭化物 を含む。

粘性 あり。

粘性あり。

焼土 ・炭化物 ・酸化鉄を微量含む。

焼土 ・炭化物を含む。

SE3

1,暗 褐 色 土

2.日 音ネ渇色 土

3.日 音宇葛色 土

4,暗 褐 色 土

5,暗 褐 色 土

6.暗 茶褐 色 土

7,灰 褐 色 土

炭化物微量含む。

炭化物多量 ・焼土微量 ・黄褐色土ブロックを含む。

炭化物多量 ・黄褐色土 ブロック微量含む。

炭化物を含む。黄褐色土ブロックを多く含む。

炭化物多量含む。

粘性あ り。

粘性あ り。

01m
一

第6図 第1～3号 井 戸 跡
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2の 器形 は、体部が 内湾 し口縁部 がナ デによ りゆるや かに直立す る。残存率 は口縁部 の10%で あ り、

口径16cmを 測 る。胎 土は緻密 で、赤褐色粒子、黒色粒子、雲母 をわずか に含 み、軟質である。色調 はに

ぶい黄櫨色 を呈 し、焼成 はやや不良で ある。

3の 器形 は、底部 と体 部の境 が不 明瞭であ る。底部 は回転糸切 り痕 がわずかに残 る。残存率は底部 の

15%で あ り、底径7.8cmを 測 る。胎 土は緻密 で、雲母 をわずか に含 み、軟質 である。色調 は にぶい禮色

を呈 し、焼成 はやや不 良で ある。

第2号 土坑(第5図)

調査 区中央 よ りやや 南、B-5・6グ リッ ドにまたが って検 出 され た。規模 は長軸1.21m、 短軸0.51

mを 測 る。確 認面か らの深 さは0、19mで 、垂直 に掘 り込 まれ てお り、そのまま底面へ と至る。底面 は平

らである。平面 プランは長方形で ある。

覆 土は灰褐色土 による単 一層で、焼土 ・炭化物 をわずかに含 んでいた。

遺物 は検 出 されなかった。

第3号 土坑(第7図)

調査区南東 、A-7グ リッ ドで検 出された。規模 は長軸1,53m、 短軸1.05mを 測 る。確 認面か らの深

さは0.42mで 、垂直 に掘 り込まれ てお り、底 面付近 で緩や か にな り底面へ と至 る。底面 はほ ぼ平 らであ

る。土坑内西側 には深 さ0.19mの テラスが設 けてあった。平面プ ランは、東側 が第1号 溝 に切 られて不

明だが、隅丸方形 である と思われ る。

本土坑 は第1号 溝跡 と重複 しているが、土層断面の切 り合 いか ら見ると本土坑 の方が古い と考 えられ る.

覆土 は灰 褐色土 を主体 とす る3層 か らなる。

遺物 は検出 されなかった。

第4号 土坑(第5図)

調査 区中央 よりやや北、C・B-2グ リッ ドにまたがって検出 され た。規模 は長軸1.41m、 短軸0.82

mを 測 る。確認面 か らの深 さは0.22mで 、緩や かな傾斜 で掘 り込 まれてお り、底面付近で さらに緩やか

にな り底面へ と至 る。特 に東側 の傾斜 は非常に緩やかであ る。底 面はほぼ平 らである。平面 プランは東

西の掘 り方 がは りだす不整円形 である。

覆土は混入物 の見 られ ない灰褐色土 による単一層 であった。

遺物 は検 出 され なかった。

第5号 土坑(第5図)

調査 区南東 、A-8グ リッ ドで検 出 され た。規模 は長軸0.85rn、 短軸0.42mを 測 る。確認面か らの深

さはα2mで あ る。東側 はほぼ垂 直に掘 り込まれてお り、そのまま底面へ と至る。一方、西側 はゆるやか

に掘 り込 まれてお り、底面付近で さらに緩やか にな り底面へ と至 る。底面 はほぼ平 らであ る。平面 プラ

ンは楕 円形で ある。

本 土坑 は第6号 土坑 と重複 してい るが、掘 り方か らみ ると本土坑 の方が新 しい と思われ る。
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覆土 は混入物 の見 られ ない灰褐色土 による単一層であった。

遺物 は検出 されなかった。

第6号 土坑(第5図)

調査 区南東、A-8グ リッ ドで検 出 され た。規模 は長軸1.07m、 短軸0.28rnを 測 る。確 認面 か らの深

さは7cmと 浅 く、緩や かな傾斜で掘 り込 まれてお り、そのまま底面へ と至 る。底面 は平 らである。平面

プランは細長い長方形 である。

本土坑 は第5号 土坑 と重複 してい るが、掘 り方か らみる と本土坑の方が古い と思われ る。

覆土 は混入物の見 られ ない灰褐色土に よる単一層であった。

遺物 は検出 されなかった。

2井 戸跡

第1号 井戸跡(第6図)

調査 区南東、B-7グ リッ ドで検出 された。平面プ ランは円形である。規模 は、長軸2.34m、 短軸2.32

mを 測 る。遺構 はほぼ垂直 に掘 り込まれ その まま底 面へ と至 る。また、掘 り方 は部分的 に底 面付近 でオー

バーハ ングす る。底面 は平 らであ り、確認面 か らの深 さは1.05mを 測 るが、中央部 分に直径0.8mの 円形

の掘 り込 みがあ り、深 さは底面 よ りさらに0.13mを 測 る。

覆 士は暗灰褐色土 を主体 とす る複数 層か らなる。

出土遺物(第9図)は 、覆土 中か ら瓦質の鉢 が3点 、土師質土器皿が1点 検 出 され、図示 した。 また

同じ く覆 土中か ら加工痕 のある軽石が検 出 され 、おそら く石 室に用い られた切石 と考 えられ るが、今回

は図示 しなかった。

1・2・3は 瓦質の鉢 で在地産で ある。4は 土師質土器 皿である。1は 片 口鉢 で播 目を持 たない。口

縁部 は断面 が方形 を呈す るが、 口端が摘み上げ られ てい る。体部 下半外面 は指頭押圧 による調整 が加 え

られている。器 肉は体部下半がやや薄 くなる。残存 率は全体の10%で あ り、口縁部 か ら体 部 にかけての

破 片である。 口径 は22.2cmを 測 る。胎 土はやや粗 く、赤褐 色粒子 、黒色粒子、長石、礫 を含む。色調 は

外面が灰 白色 を呈 し、 内面が浅黄色で ある。焼成 はやや良好である。

2は 、口辺部が横位 のナデ によ り調整 され てい る。口縁部の断面形状 は、口端が平坦な方形 を呈す る。

残存率は全体 の ユ0%で 、 口縁部か ら体部 にかけての破 片である。 口径 は27.4cmを 測 る。胎 土 はやや 粗 く

赤褐色粒 子、黒色粒子、雲母、長石、礫 を含 む。色調 は灰 色 を呈 し、焼成 はやや不 良で ある。

3は 、 口縁部 の断面形状が方形 を呈 し、 口端部 が摘み上 げられている。 口辺部 は横位 のナデ によ り調

整 されてい る。体部下半 は指頭押圧 による調整 が加 え られてい る。器 肉は体部下半が薄 くなる。残 存率

は全体の20%で あ り、口縁部 か ら体部 にかけての破片で ある。口径26,4cmを 測 る。胎 土はやや粗 く、黒

色粒子、 白色粒子 、雲母、長石 、礫 を含む。色調 は浅黄櫨色 を呈 し、焼成 はやや良好 である。

4は 土師質土器皿 で、 ロクロ成形 され てい る。底部 は平底で あ り、底部 と立ち上が り部分 の傾 きはゆ

るや かで ある。残存率 は底部 の10%で あ り、底径8.8cmを 測 る。胎土 は緻密で、黒色粒子、長石 をわず

かに含み、軟 質であ る。色調 はにぶい榿色 を呈 し、焼成 は良好であ る。
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第2号 井戸跡(第6図)

調査区南東、B-7・8グ リッ ドにまたが って検 出 され た。平面 プランは、南東側 の掘 り方 が軽 くは

りだす不整円形 である。規模 は、長軸1.12m、 短軸1.04mを 測 る。確認面か らの深 さは0.95mで 、掘 り

込 みは急な傾斜 であ りそのまま底 面へ と至る。底面 は平 らである.

覆 十は、褐色土 を主体 とす る3層 か らなる。

出上遺物(第10図)は 、 白磁 の合子1点 と陶器の破片 が検出 され、図示 した。

1は 陶器 の 口縁部の破 片で灰紬が施 されてい る。器種 は不明である。胎土 は緻密 で、黒色粒子 をわず

か に含 む。色調 は胎i二、紬薬 ともに灰 白色で ある。焼成 は良好であ る。紬薬 はハケヌ リされ てい る。

2は 白磁 の合子 の身 である。残存率 は全体 の10%で あ り、口径6.4c狙 、器高1.7cm、 底径5.2cmを 測 る.

胎i二は緻密で、黒色粒 子をわずか に含 む。色調 は胎 土、紬薬 ともに灰 白色 である。焼成 は良好 である。

体部外面中央 と内面全体 に紬薬が施 され てい る。紬薬は二 次的に被熱 し、火脹れ をお こしている。

第3号 井戸跡(第6図)

調査 区南 、C・D-6グ リッ ドにまたが って検 出され た。平面プランは、西側 の掘 り方がわずかには

りだす円形 である。規模 は、長軸1.63rn、 短軸1.45mを 測 る。確 認面 か らの深 さは1.5mで 、掘 り込みは

やや急な傾斜 でそのまま底 面へ と至る。底面は平 らである。掘 り方の傾斜半 ばに部分的にオーバーハ ン

グす るところが見受 け られ るが、 これ は掘 り方が崩 落 した痕跡 と考 えられ る.

覆土 は、暗褐色土 を主体 とす る複数層 か らなる。

出土遺物(第11図)は 、瓦質の鉢1点 、土師質土器皿が2点 、鉄製 品の釘1点 が検 出 され た.ま た、

第1号 井戸跡 と同 じ く加 工痕の ある軽石 と常滑焼壺破片が検 出 され たが、図示 しなかった.

1・2は 土師質土器皿であ る。3は 瓦質の鉢 である。4は 鉄製 品であ る。1は ロクロ成形 の皿であ る.

器形は、 口縁部がやや直線 的に開 く。底部 は 上げ底気 味である。残存率 は全体の45%で あ り、 口径12.2

cm、 高 さ3.1cm、 底径7.8cmを 測 る。胎土 は緻密 で、黒色粒子、礫 をわずか に含み、軟質 である.色 調 は

にぶい黄機色 を呈 し、焼成 はやや 不良である。

2は ロクロ成形の皿 である。底 部 は器 肉が厚 く、回転糸切 り痕 が明瞭 に残 る.残 存率 は底部の20%で

あ り、底径9.Ocmを 測 る。胎土 は緻密で、雲母 、石英 をわず かに含み、軟質 である.色 調 はにぶい黄機色

を呈 し、焼成 はやや良好である。

3は 在地産 の鉢で ある。 口縁部 の口端部はつ よ く摘み上げ鋭角 に作 られてい る。 口辺部 は横位 のナデ

によ り調整 され ている。体部下半外面は指頭押圧 による調整 が加 え られてい る。残存率は全体 の20%で

あ り、 口縁 か ら体部 にかけての破片で ある。 口径 は26cmを 測 る。胎土は緻密 で、黒色粒子、 白色粒子 、

礫 をわずかに含 む。色調は灰 色であ る。焼成は良好 で、須恵質 に焼 き上 がってい る.

4は 釘であ る。長 さ5.5cm、 幅 ユ.2cm、重 さ10.79を はか る。

3溝 跡

第1号 溝跡(第7図)
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調査 区南、A-7・8、B-8グ リッ ドで検 出 され た。北 はA-7グ リッ ドか ら、南 はB-8グ リッ

ドまでの間に検 出 され、南西か ら北東方向へ走 っていた。検出 され た規模 は、全長465m、 幅056～0.27

1n、 深 さ0.17mで ある。溝幅はA-7・8グ リッ ドの境界付近で最 大幅 をもち、そ こ以外 は狭ま りほぼ

同じ幅 を保 っている。断面形態 は台形 を逆 にした形状 を呈 してい る。底面 はほぼ平 らで幅 も広 く、掘 り

込みは緩や かな傾斜 であ り、そのまま底面へ と至る。

本溝跡 は、第3号 土坑 と重複関係 にある。 土層断面の観 察か ら、第3号 一ヒ坑 を本溝跡 が切 ってお り、

本溝跡 は第3号 土坑 よ り新 しい と考 え られ る。

覆土 は灰褐 色土による単一層で、灰色土 ブロックの混入 が見 られた。

遺物 は検 出 され なかった。

4用 途 不 明 遺 構(第7図)

調査 区東、B-4グ リッ ドで検 出 され た。遺構の東側 は、調査区外 のため不明である。残存す る長軸

は1,81m、 短 軸1.03mの 規模 であ る。確認面か らの深 さは0.16mで 、ほぼ垂直 に掘 り込 まれ てお り、底

面 は平 らであ る。遺構 内北側 には、深 さ3cmの テ ラスが設 けてあった。平面 プランは長方形 で、北側 の

掘 り方半ば に突起状 のは りだ しがみ られ た。

覆土 は灰褐 色土 による単一層で、混入物 は見 られなかった。

遺物 は検出 されなかった。

5遺 構 外 出 土 遺 物(第12・13図)

出土遺物の多 くは遺構外で の検出であった。土師質土器皿 を32点 、青磁 を2点 、 自磁 を1点 、瓦質の

土器 を2点 、常滑焼の甕 を2点 、瀬戸 ・美濃系陶器 を1点 、陶・器の破 片 を1点 、須恵器を2点 、 土師器

を1点 検出 した。

1か ら32は 土師質土器皿で、すべ てロクロで成形 され ていた ものであった。33・34は 青磁 で、いずれ

も龍泉窯系青磁碗 である。35は 白磁」皿である。36・37は どち らも瓦質 の土器で、36は 壷 、37は 鉢であ

る。38・39は 常滑焼 の壼であ る。40は 瀬戸 ・美濃系陶器 の灯 明皿であ る。41は 陶器で、灰紬 がかかって

い る。42は 須恵器 の皿であ る。43は 須恵器の圷 または境 である。44は 土師器の台付甕 である。

1は 確認面 で採取 した。器形 は底部がゆ るや かに内湾 して直線的 に立ち上が り、 口縁部 は外反す る。

底部はわず かに上 げ底 にな り、回転糸切 り痕が残 る。残存率は全体 の40%で あ り、口径11.8cm、 器 高3.9

cm、底径5。6cmを 測 る。胎 土は緻密 で黒色粒 子、雲母 をわずかに含 み軟質である。色調は榿 色 を呈す る。

焼成はやや 良好 である。

2は 確 認面で採取 した。器形 は体部下半で内湾 し、直線 的に立 ち上が る。底部 が円柱状 に残 り、回転

糸切 り痕 を明瞭に残す。残存率は全体 の80%で あ り、 口径13.4cm、 器 高3.5cm、 底径8cmを 測 る。胎土

は緻密 で黒色粒子、赤褐色粒子、雲母 をわずかに含 み軟質であ る。色調 はにぶい燈色 を呈す る。焼成 は

やや不良であ る。

3は 確 認面 で採取 した。器 形は立 ち上が りが内湾 し 口縁部付近 で直立す る。底部 は回転糸切 り痕 とス

ノコ状圧痕が残 る。底部 内面に静止指ナデ調整 がみ られ る。残存率 は全体の60%で あ り、 口径13.2cm、
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器高3.8cm、 底径7.6cmを 測 る。胎土 は緻密 で黒色粒子、雲母 をわずか に含み軟質 である。色調 は浅黄燈

色 を呈す る。焼成 はやや不 良である。

4は 確認面 で採取 した。器形 は、立 ち上 が りが直線 的に開 くが、底部 と体部 の境界 に強いナ デが巡 り、

段 を形成 してい る。底 部に回転糸切 り痕 とス ノコ状の圧痕 をわず かに残す。底部 内面 に静止指ナデ調整

が見 られ る。残存率 は底部の90%で あ り、底径8.2cmを 測 る。胎 土は緻密で黒色粒子 、赤褐色粒子、雲

母 をわず かに含 み軟質である。色調 は浅黄櫨色 を呈す る。焼成 はやや不良である。

5は 確認面 で採取 した。器形 は、底部 が平底 で、立ち上 が りは鋭 く境界 に稜 を持 ち直線 的に開 き、強

いナデによ り段 がつ くられてい る。底部 に回転糸切 り痕 を残す。残存率 は底部の75%で あ り、底径7.5

cmを 測 る。胎土 は緻密で黒色粒子、赤褐 色粒子 をわずかに含 み軟質である。色調 は浅黄機色 を呈す る。

焼成 はやや 良好 である。

6は 確認面 で採取 した。器形 は、立 ち上が りが内湾 し直立気味 になる。底部 に回転糸切 り痕 を残す。

底部 と体部 の境 は明瞭であ る。残存率 は底 部の25%で あ り底径7cmを 測 る。胎土は緻密 で黒色粒子 、雲

母 をわず かに含 み軟質である。色調 は榿 色 を呈す る。焼成 はやや 良好である。

7は 確 認面で採取 した。立ち上が りは直線 的に開き底部付近 に段 を有す る。 口縁部付近 で外反 して、

口縁部 で直立気 味になる。底 部は回転糸切 り痕 をわず かに残す。残存率は20%で あ り、 口径9.6cm、 器

高1.7cm、 底径6cmを 測 る。胎 土は緻密 で黒色粒子 、赤褐 色粒子 をわずか に含 み軟質であ る。色調 は浅黄

櫨色 を呈す る。焼成 はやや不 良である。

8は 確認面 で採取 した。器形 は体部が直線 的に開 く。内面に ロクロの痕跡 を、 また底部 に回転糸切 り

の痕跡 を明瞭 に残す。残存率 は全体 の20%で あ り、 口径8.6cm、 器高1.9cm、 底径5cmを 測 る。胎土は緻

密 で黒色粒子、雲母 をわずか に含 み軟質 である。色調は にぶい黄榿色 を呈す る。焼成 はやや不良である。

9は 確認面 で採取 した。器形 は、体部 が大 き く直線 的に開き、底部 との境界 は明瞭である。底部は回

転 糸切 り痕 が明瞭に残 る。残 存率 は底部 の25%で あ り、底径9.Ocmを 測 る。胎土は緻密 で、黒色粒子 を

わずかに含み軟質 である。色調 は櫨色であ る。焼成 は良好 である。

10は 確認面 で採取 した。立 ち上が りはゆるやか に内湾 し、底部 はわずか に回転糸切 りの痕跡 を残す。

残存率 は底部 の25%で あ り、底径9.8cmを 測 る。胎土 は緻密で赤褐色粒子、雲母 、細礫 をわずか に含 み

軟質である。色調 は禮色 を呈す る。焼成 はやや不良であ る。

11はC-2グ リッ ドよ り検 出 した。器形 は、立ち上 が りがゆ るや かなた め、底部 との境界 が不明瞭で

あ る。底部 は器 肉が厚 く、上 げ底気味 である。残存率 は底部 の20%で あ り、底径9.Ocmを 測 る。胎土は

緻密 で、雲母 、礫 をわずかに含 み軟質であ る。色調 はにぶい黄榿色 を呈 し、焼成 はやや不 良である。

12は 確 認面で採 取 した。底部の器 肉はやや厚めである。残存率 は底部 の10%で あ り、底径8.8cmを 測

る。胎 土は緻 密で、赤褐 色粒 子、黒色粒 子 をわず かに含 み、軟質 である。色調 はにぶい黄燈色 を呈 し、

焼成 は不 良である。

13は 確認面 で採取 した。器形は、底部 と体部の境界 が不 明瞭であ る。底部 内面周縁 に強いナデが巡 る。

底部 には回転糸切 り痕が残 る。残存率 は底 部の45%で あ り、底径9.2cn1を 測 る。胎土は緻密 で黒色粒子、

赤褐色粒子、雲母 をわずかに含 み軟質であ る。色調 は燈色 を呈す る。焼成 はやや不良であ る。

14は 確 認面 で採取 した。底部 は平底 で、体部 との境が明瞭であ る。残存状態 は底部のみ完全 に残 って
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お り、底径8cmを 測 る。胎 土は緻密 で赤褐色粒 子、雲母 をわずかに含 み軟質である。色調は浅黄橋色 を

呈す る。焼成 はやや不 良であ る。

15は 確 認面で採取 した。立ち上が りがゆ るやかであ り、体 部 と底部の境 が不 明瞭で ある。底部内面周

縁 に強いナデが巡 る。残存率 は底部の90%で あ り、底径8.6cmを 測 る。胎土 は緻密 で黒色粒子、赤褐色

粒 子、雲母 をわずか に含 み軟質であ る。色調 はにぶい澄色 を呈す る。焼成 はやや不良である。

16は 確認 面で採取 した。器形 は、立 ち上が りが直線 的で、口縁部付近で内湾 して直立す る。残存率は

口縁部 の25%で あ り、 口径12.8cmを 測 る。胎土 は緻密で黒色粒子、赤褐色粒子 をわずか に含 み軟質で あ

る。色調 は浅黄禮色 を呈す る。焼成 はやや不良である。

17は 確 認面で採取 した。器形はやや直線的 に開 く。残存率 は全体の60%で あ り、口径13.4cm、 器高3

cm、底径8.3cmを 測 る。胎土は緻密 で黒色粒 子、赤褐色粒子、雲母 をわず かに含み軟質 である。色調 はに

ぶい燈色 を呈す る。焼成 はやや不良である。

18は 確認面で採取 した。器形は、底部が円柱状 に残 り、回転糸切 り痕 をわず かに残す.立 ち上が りは

直線的 に開 き、口縁部付近で内湾 し直立す る。残存率 は全体 の30%で あ り、口径11.8cm、 器 高2.4cm、 底

径7cmを 測 る。胎土 は緻 密で黒色粒子、雲母 をわずか に含 み軟質で ある。色調 はにぶい褐色 を呈す る。

焼成 はやや不良で ある。

19は 確 認面で採取 した。底部 は平底で、立 ち上が りは鋭 く境界 に稜 を持つ。直線 的に開 き、体部半 ば

でやや直立気 味 になる。残存率 は全体 の40%で あ り、 口径12.6cm、 器 高3.4cm、 底径6cmを 測 る。胎土

は緻密で黒色粒子 、赤褐色粒子、雲母 をわずか に含 み軟質 である。色調 はにぶい黄禮色 を呈す る.焼 成

はやや不良であ る。

20は 確認面で採取 した。立 ち上が りは内湾 し、口縁部付近で直立気味 になる.残 存率 は全体 の40%で

あ り、 口径12.8cm、 器 高3.2cm、 底径8.2cmを 測 る。胎土は緻密で黒色粒子 、赤褐色粒子 、雲母 をわずか

に含 み軟質 である。色調は浅黄榿色 を呈す る。焼成 はやや良好 である。

21は 確 認面 で採取 した。立ち上が りは、直線的 に開 くが、体部 半ばで内湾 して 口縁部で直立す る.底

部 に回転 糸切 り痕 を残す。残存率 は全体 の15%で あ り、 口径13。6cm、 器高33cm、 底径8.2cmを 測 る.胎

土 は緻密で黒色粒子 、赤褐色粒子 、雲母 をわずかに含 み軟質であ る。色調 は浅黄榿色 を呈す る.焼 成 は

やや不良であ る。

22は 確認面 で採取 した。器形は、底部か ら直線的 に開 き、体部半ばで直立気味 にな りなが ら直線 的に

立ち上 がる。残存率 は 口縁部の25%で あ り、口径14.8cm、 器高3.4cm、 底径8.8cmを 測 る.胎 土 は緻密 で

黒色粒子 をわず かに含み軟質 である。色調 は浅黄榿色 を呈す る。焼成はやや不 良で ある。

23は 確認面 で採取 した。器形の立ち上が りは直線的に開き、体部半 ばで 内湾 して直立す る.底 部 の器

肉は薄 くなっている。残存率 は全体 の ユ5%で あ り、 口径13.6cm、 器高2.4cm、 底径9.6cmを 測 る.胎 土は

緻密で黒色粒子 、雲母 をわずかに含 み軟質であ る。色調 はにぶい黄榿色 を呈す る.焼 成 はやや不良である.

24は 確 認面 で採取 した。器形は立 ち上が りが直線 的に開いてい る。残存率は全体 の25%で あ り、口径

11.2cm、 器 高3cm、 底径6,8cmを 測 る。胎 土は緻密で黒色粒子 、赤褐色粒 子をわず かに含み軟 質である。

色調 は浅黄燈 色 を呈す る。焼成はやや不 良である。

25は 確認面 で採取 した。立ち上が りは底部付近 か ら軽 く内湾 しつつ直線的 に開 く。底部 内面 の中心 に
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強いナデが巡 ってお り、器 肉が薄 くなっている。残存率 は全体 の50%で あ り、 口径8.4cm、 器 高1.9cm、

底径5.3cmを 測 る。胎 土は緻密で黒色粒 子、赤褐色粒子 をわずか に含 み軟質であ る。色調 は浅黄榿色 を呈

す る。焼成 はやや不 良である。

26は 確認面 で採取 した。器形は立ち上 が りが直線 的に開 く。底部 は円柱状 に残 ってい る.残 存率 は底

部 の40%で あ り、底径7cmを 測 る。胎 土 は緻密 で黒色粒 子、赤褐色粒子、雲母 をわずかに含 み軟質 であ

る。色調 は浅黄機色 を呈す る。焼成 はやや不 良である。

27は 確認面 で採取 した。器形 は内湾 して立 ち上が る。底部 と体部 の境界が明瞭である。残存率 は全体

の15%で あ り、 口径9.8cm、 器高1。7cm、 底径5.6clnを 測 る。胎土 は緻密 で黒色粒子、雲母 をわず かに含

み軟 質である。色調 はにぶい黄禮色 を呈す る。焼成 はやや 不良である。

28は 確 認面 で採取 した。器形 は、外反 しなが ら立 ち上が り、口縁部 で直立す る。残存率 は 口縁部 の15

%で あ り、 口径1L6Cmを 測 る。胎土 は緻密 で黒色粒子、赤褐色粒子、雲母 をわず かに含み軟 質である.

色調 は浅黄榿色 を呈す る。焼成 はやや不良であ る。

29は 確認面 で採取 した。底部 は 円柱状 に残 り、中心部 の器 肉が薄 くな る。残存率 は底部 の45%で あ

り、底径8.2cmを 測 る。胎土は緻密 で雲母、細礫 をわず かに含み軟質 である。色調 は浅黄櫨色 を呈する.

焼成 はやや 不良である。

30は 確認面 で採取 した。底部 の器 肉が厚い。残存率 は底部の25%で あ り、底径7.6cmを 測 る。胎 土は

緻密 で黒色粒 子、赤褐色粒子、雲母 をわず かに含み軟質 である。色調 はにぶい榿 色 を呈す る。焼成はや

や不 良で ある。

31は 確認面 で採取 した。器形は立ち上 が りが直線 的に開 く。底部 は円柱状に残 ってい る。残存率は底

部 の40%で あ り、底径6.4cmを 測 る。胎 土は緻密 で黒色粒 子、赤褐色粒子、雲母 をわず かに含み軟質で

あ る。色調 はにぶい禮色 を呈す る。焼成 はやや不良で ある。

32は 確認面 で採取 した。底部 に回転糸切 り痕 とス ノコ状 の圧痕がわず かに残 る。底 部内面周縁 に強い

ナデが巡 っている。残存率は底部 の25%で あ り、底径7.5cmを 測 る。胎 土は緻密で黒色粒子、雲母 をわ

ずかに含 み軟質 である。色調 は浅黄機 色 を呈す る。焼成はやや不 良で ある。

33はB-4グ リッ ドで検 出 した。体部外面 は錆蓮弁が施 文 され、内面 は無文である。内面は見込 と体

部の境 に明瞭な段 を有す る。残 存率は底部 の15%で あ り、底径49Clnを 測 る。胎土 は緻密 で、黒色粒子

を僅か に含 み軟質 である。胎土の色調 は灰色 を呈 し、紬薬 は緑灰色 に発色 してい る。焼成 は良好 である.

紬薬 は内面全体 と体部 ・高台外面 と畳付 まで施 され てい る。

34は 口縁部破 片である。確 認面 で採取 した。鏑連弁が施 文 されてい る。胎土 は緻密 で黒色粒子、赤褐

色粒子 をわずか に含 み軟質で ある。胎土 の色調は灰 白色 を呈 し、紬薬 はオ リーブ黄色 に発色 している。

焼成 は良好で ある。

35は 確認面 で採取 した。器 形は体部 の立 ち上が りが直線的 に開 き、底部 との境 に鋭い稜 を持 つ。残存

率 は底部 の15%で あ り、底径6.2cmを 測 る。胎土 は緻 密で黒色粒子、 白色粒子 をわず かに含 み軟質であ

る。胎土 の色調 は灰 白色 を呈 し、紬薬 は明緑灰色 に発色 してい る。焼成 は良好で ある。

36は 在地産 の壼 である。肩部か ら胴部 の破片で、確認面で採取 した。外面 は粗い横位 のナ デが施 され

てい る。胎土 は粗 く白色粒子、赤褐色粒子、黒色粒 子、礫 、長石、雲母 を含む。色調 は褐灰 色 を呈す る。
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焼成 はやや不 良である。

37は 在地産 の鉢 の口縁部破片 である。確 認面で採取 した。断面形状 は方形 を呈す る。胎 土はやや粗 く、

白色粒子、礫、石英 を含む。色調 は灰色 を呈す る。焼成 は良好 である。

38は 確認面 で採取 した、常滑焼甕胴 部破片 である。外面 に叩 き工具 の痕跡が残 っている。胎 土はやや

粗 く白色粒子、黒色粒 子、礫 を含む。色調 は灰色 を呈す る。焼成 は良好である。

39は 確認面 で採取 した。 口縁部は外反 して器 肉が薄 くなるが、折 り返 しはみ られない。胴部外面 は縦

位 のヘ ラ削 りによる調整 がみ られ、肩部 内面 は接合痕が残 る。 自然紬 は外 面の 口縁部か ら体部上半、内

面の底部 にか かる。残存率 は全体 の60%で あ り、口径23.4cm、 器高29.5cm、 底径13cmを 測 る。胎土 はや

や粗 く白色粒子、黒色粒子、礫 を含む。色調 は灰色 を呈す る。焼成 は良好 である。

40は 確認面 で採取 した。形態 は、.皿内面 に環状 の仕切 りが付 くが、切 り込 みは欠損 してい る。また、

高台は見 られ ない。残存率は全体 の20%で あ り、 口径8.4cmを 測 る。胎土 は緻 密で 白色粒子 をわずかに

含 む。胎土の色調 は灰 黄色 を呈 し、紬薬 は灰 白色 に発 色 してい る。焼成 は良好で ある。粕薬 は内面全体

と口縁部外 面に部分的に施 されてい る。

41は 陶器 の破片で灰紬 が施 されてい る。器種は不 明である。B-4グ リッ ドで検 出した。胎土 は緻密

で、黒色粒 子、 白色粒子 をわずか に含 む。色調 は胎 土、紬薬 ともに灰 白色 である。焼成 は良好で ある。

紬薬 はツケガケ されている。小破片のため特徴 を掴 み得ず、いつの時代 に属す るものかはわか らなか った。

42はC-6グ リッ ドよ り検 出した。残存率 は全体 の30%で あ り、口縁部 か ら底部 に至る破片で ある。

口径13.2cm、 器高62cm、 底径2,4cmを 測 る。胎土はやや粗 く、黒色粒子 を多 く含み、白色粒子、礫 をわ

ず かに含む。色調は灰 白色 を呈 し、焼成 はやや良好 である。底部は回転糸切 りの痕跡 を明瞭 に残す。胎

土の観察 よ り、末野産 の遺物 と考 えられ る。

43は 高台がナデ付け られ てい る。B-4グ リッ ドで検出 した。体部 には ロクロによる調整痕が明瞭 に

残 る。残存率 は底 部の15%で あ り、底径5.9cmを 測 る。胎 土はやや粗 く、赤褐色粒子、黒色粒 子、雲母

をわずか に含 み、礫 を多 く含む。酸化炎焼成のため色調 は外面が明赤褐色 を呈 し、内面が黒色である。

焼成 はやや良好であ る。

44は 台付甕 の台部 である。D-2グ リッ ドで検出 した。台部の器形 は底面 に向かって外反 し裾部 が大

き く開 く。裾部 は底面 に向かって器 肉が薄 くな る。残存率 は台部 の40%で あ り、台部底径10.2cmを 測 る。

胎土 はやや粗 く、赤褐色粒子、雲母、礫 を含む。色調 は黄禮色か らにぶい黄櫨色 を呈す る。焼成 はやや

良好で ある。

以前 に報告 した常光院東遺跡 、権現 山遺跡 出土の土師質土器皿 の実測図 を、今 回の報告分 に併せ て参

考資料 として23頁 か ら25頁 に呈示 した。
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V調 査のま とめ

± 師 質 ± 器1皿 に つ い て

こ の 度 の 調 査 で は 土 師 質 ヒ器lnLが 多 く 出 土 し 、 計36点 を 数 え る 。 そ の 形 態 的 特 徴 に よ り 、 中 条 氏 館 跡

の 一 部 と ・考 え られ る 常 光 院 東 遺 跡 出 ± の も の と 、 近 接 す る権 現 山 遺 跡 出 土 の も の と を加 え 、 土 師 質 土 器

皿 の 分 類 を 試 み た 。 常 光 院 東 ・権 現 山 遺 跡 出 土 の も の に つ い て は 、 寺 社 ドに よ っ て 既 に 分 類 が 試 み られ

て い る た め 、 そ の 分 類 を 参 考 に し た 。 そ の 結 果 、2群11類 に 分 け られ 、 以 下 に 列 記 す る 。

大 き く は 、 大 皿 ・小IllLに 分 け られ 、 そ れ ぞ れ1・H群 と し た 。1群 は 、 口径 と器 高 の 差 で 類 別 し た 。

IAa(12一 ユ8,12-23,1247)

口径 と器 高 の 差 が 大 き く、 器 高 が 低 い 皿 で あ る 。 外 傾 し て や や 直 線 的 に 立 ち 上 が り、 口縁 部 ま た は 体

部 上 半 で ナ デ が 施 され 、 口縁 部 が 直 立 す る も の で あ る 。

IAb(16-38,1221,16-36)

口径 と器 高 の 差 が 多 い 皿 で あ る 。 外 傾 し て や や 直 線 的 に 立 ち 上 が る が 、 体 部 中 央 で 強 い ナ デ に よ り段

が つ く られ て い る 。

IAc(12-20,12-22,15-25,15-27,15-28,15-32,15-34,17-2,17-4)

口径 と器 高 の 差 が や や 多 い 皿 で あ る 。 内 湾 し て 立 ち 上 が り、 口縁 部 で ナ デ が 加 え られ 、 直 立 す る 。

IAd(11-2,12-24)

口径 と器 高 の 差 が や や 多 い 阻王で あ る 。 外 傾 し て 直 線 的 に 立 ち 上 が り、 そ の ま ま 口縁 部 へ と至 る 。

IBa(8-1,13-28,14-1,14-2,146,147,148,1411,1445,1447,1448,14-20,1426)

口径 と器 高 の 差 が 少 な い 皿 で あ る 。 内 湾 し て 立 ち 上 が り、 口縁 部 で ナ デ が 加 え られ 、 直 立 す る 。

IBb(12-3,14-3,144,14-5,14-9,14一 ユ0,14-12,14-13,14-14,15-21,16-35 ,17-1,17-6)

口径 と器 高 の 差 が 少 な く 、 器 高 が 高 い1皿 で あ る 。 内 湾 し て 立 ち 上 が り、 体 部 中 央 か ら上 半 に ナ デ が 加

え られ 、 直 立 気 味 に な り、 口縁 部 へ と至 る 。

IBc(12-2,1546,15-19)

口径 と器 高 の 差 が 少 な く、 器 高 が 高 い 皿 で あ る 。 内 湾 し て 立 ち 上 が り、 体 部 下 半 に ナ デ が 加 え られ て

直 立 し、 口 縁 部 へ と 至 る。

IBd(12-1)

口径 と器 高 の 差 が 少 な く、 器 高 が 高 い 皿 で あ る 。 直 線 的 に外 傾 し て 立 ち 上 が り、 口縁 部 は 外 反 し て と

が る 。

H類 は 形 態 に よ り類 別 し た 。

HAa(12-7,12-8,ユ3-25,/3-27,15-24,15-29,15-3q15-31)

立 ち 上 が りは 直 線 的 に 外 傾 す る 。

HAb(15-22,15-23)

立 ち 上 が り は 直 線 的 に 外 傾 し 、 口縁 部 に ナ デ が 施 さ れ 直 立 す る 。

HBa(16-37,17-5)

内 湾 し て 立 ち 上 が り、 口縁 部 に ナ デ が 施 され 直 立 す る 。
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この度 は遺物 の出土状況 か ら、遺物 と遺構 とを有機的 に結びつけて編年的な ところまで考察す る ことが

できず形態的 な分類 にとどまってしまった。今後機 会があれ ば、さらに検討 して再考 を試み たい と思 う。

中条 氏 と中条 氏館 につ い て

中条氏 は、 常光 が長承元年(1132)に 国司に任 じられ、武蔵 国中条 に下向 してか らお こったもの と考

え られてい る。そ の常光の屋敷 は地名 に上中条字光屋敷 として伝 え られてい る。常光の長 男に有家がお

り、その子息 が家長 である。中条家長は永万 元年(1165)に 生 まれ、治承 四年(1180)の 石橋 山の合戦に

参加 して以降、平家追討に加わ って軍功 をあげ、頼朝没後、頼家、実朝、頼経 に仕 え従五位 下出羽守に

任 じられ た。嘉禄 元年(1225)に は幕府 の評定衆 に任 じられ、貞永式 目の制度にも参画 し明法家 として

知 られてい る。そ して、嘉禎二年(1236)に 没 している。

中条氏館 は常光院創建 のいきさつか ら、中条家長の代 には存在 していた と考 え られ る。 しか し、光屋

敷 の館か ら中条氏館 へ中条氏がいつ移 り住 んだかは不明であ り、12世 紀 後半頃に中条氏館 が創建 された

と推察 されて いるに過 ぎない。 また、中条 氏がいつ この地 よ り去 ったのか も明 らかでな く、併せ て中条

氏館 が機能 しな くなった時期 も不明であ る。

今 回の調査 では遺構 があま り検出 されず 、明確 に館跡 に関連す る とい える遺構 はみ られ なかった。出

土遺物 は土師質土器 皿が大半 を占めていたが、それ らは13世 紀 か ら14世 紀 にわたるもの と考え られ る。

青磁、 白磁 は14世 紀前半の所産 のもの と考 えられ 、在地産の鉢 ・壷 も14世 紀前半 に位 置づけ られ る。唯

一、常滑焼 の甕が12世 紀第三 四半期の もの と考 え られ るが、これ を除いて中条氏館が創建 され たと考え

られ る12世 紀後半 にさかのぼ る資料 は見 られなかった。わずかに1点 ではあるが、中条氏館創建頃 と考

え られ る資料 が出 土したこ とは大 きな成果 と言 えよ う。中条氏館 の創建 か ら廃絶 に関わる問題 は、今後

の調査 による資料の増加 を待 って論 じる こととしたい。

引用 参 考 文 献

『熊谷市史』前編 熊谷市1963
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